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１．東かがわ市の概況①

１．認定こども園：（公立）３か所、（私立）３か所
計６か所（H17年:幼・保・認定こども園１５か所）
在籍園児数563名（R6.4.1現在）
【令和5年度5健対象138名（H18度287名）】

２．療育機関：児童発達支援センター1か所

３．専門医：小児科・小児神経科専門医

５歳児健診を行う環境が整っている

香川県東かがわ市
総人口27,721人
(R6.4.1現在）
出生数100人

（R1～５年度の平均）

【市内の子どもを取り巻く関係施設】
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【東かがわ市組織図（5歳児健診関係課）】
部 課 名 担 当

教育委員会
教育総務課 学校関係

保育教育課 認定こども園関係

市民部
こども家庭課 保健師4名（母子保健関係）

福祉課 障がい福祉関係

※R6.4.1～組織改編により、5歳児健診主担当課がこども家庭課

１．東かがわ市の概況②



母子保健法や学校保健法などの法律に基づく１歳6か月児健診や３歳児健診や就学時健診

３歳児健診後、就学前健診までに発達の程度を診る公的な健診がない

脳の前頭葉機能が発達するのは、４・５歳頃

これまでの健診だけでは、ADHDなどの発達障害を判断することは困難 

東かがわ市においても、発達障害に対しての正しい理解と子どもたちの早期支援を目指す

平成17年４月１日 発達障害者支援法施行

・支援を必要とする子どもの早期発見と早期支援

・心理機能の発達及び円滑な社会生活を促進

・H17 東かがわ市発達障害者支援事業実施要綱の施行
市内全域幼稚園保育所の職員対象の発達支援研修会開催
市内全域の保護者対象の発達支援研修会開催
市内3か所のモデル健診対象幼稚園の保護者へ説明会開催

モデル事業の実施（市内３か所の公立幼稚園園児）

・H18 通年事業の実施（市内全幼稚園・保育所の5歳児）

・H19～   通年事業の実施（市内全幼稚園・保育所・在宅の5歳児）

・H20～ 事後観察の実施

・H21 東かがわ市5歳児健康査等事業実施要綱の施行

・H30～ 大川地区子ども子育て特別支援保育士・幼稚園教諭養成講座
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２．５歳児健診の経緯



【年間スケジュール】

• 4月 合同園長会（5歳児健診実施の日程確認および協力依頼）

• 5月 連絡連携会議（前年度の実績報告及び反省、当該年度計画）

• 6月 市ホームページ・広報紙へ記事掲載、発達フォーラムの実施

• 健診1か月前 関係者及び保護者への健診の案内、在宅児等は個別に周知

• 7月～1月 5歳児健診の実施

【目的】幼児の健康の保持及び増進を図るとともに、よりよい就学環境を築くこと

【対象】東かがわ市に住所があり、その年度に満5歳になる幼児
（4月2日生まれ～4月1日生まれ）

【従事者】医師1名、保健師3名、管理栄養士1名、児童発達支援センタースタッフ
（作業療法士1名、言語聴覚士1名、社会福祉士1名、保育士1名）、事務
担当2名（福祉課・保育教育課）、認定こども園保育教諭（園長、担任）

【1回あたりの人数】約20人（25人を超えると2回に分けて実施）

【健診会場】主に対象児が通園中の認定こども園で平日午後に実施
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３．５歳児健診の概要
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健診前

１．保護者説明会

保護者に問診票の配布

    事前観察前の準備

２．事前観察
関係者で情報共有

健診当日 健診後

① 受付

② 問診

③ 生活観察

④ 診察

⑤ 栄養指導

⑥ 保健指導

↓健診終了後

⑦ 健診後カンファレンス

１．事後観察

健診後フォロー

４．５歳児健診の流れ

（健診1か月前）

（健診2週間前）

（健診２～３か月後）
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【保護者説明会】

●目 的：5歳児健診について、保護者の理解を得ること

●時 期：健診の1か月前

●場 所：健診実施の各認定こども園で実施

●実施者：児童発達支援センタースタッフ

●内 容：・5歳児健診の目的、5歳になる年度で実施する意義、

当日の流れ、生活観察で聞かれる内容についての説明

・5歳児健診を受診することや、健診結果を今後の発達
   支援や就学相談の場で活用し、関係者で共有すること
について説明

園のお迎えの時間に合わせて実施することで、参加しやすく、保護者が5歳
児健診について理解し、安心して5歳児健診を受けられるようにしている。

４．５歳児健診の流れ（健診前①）



保護者から健診結果の活用に
ついて署名による同意を取得

●保護者説明会1週間後
・保護者が記載した問診票を
認定こども園を通じて回収

・認定こども園に依頼していた
保育教諭の問診項目と園での
計測値（身長・体重）、集団
適応状況（保育者として心配
なことや相談したいこと）を
記載したものを回収

・保護者説明会の日に園を通じて
 保護者に問診票の配布
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【5歳児健診問診票１ページ】
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【5歳児健診問診票2～３ページ】



保護者の理解を得るための工夫①
１．実際の健診前に、児童発達支援センターから、

保護者対象に５歳児健診について説明する。

２．事前説明時に保護者へ問診票を渡して、日頃の
行動面や、家庭での様子を記入してもらう。

発達障害を発見するためだけが目的でないこと
を伝えることで、保護者に安心してもらう。

お子さんの行動面や、生活面について改めて
考えるきっかけになる。
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【事前観察前の準備】

・5歳児健診のカルテ作成

・身長・体重値から低身長、肥満度の確認

・保護者が記載した問診票(未記入、気になる部分）
の確認

・過去の乳幼児健診結果等確認

・認定こども園からの情報（集団適応状況：保育者
として心配なことや相談したいこと）の確認

４．５歳児健診の流れ（健診前②）



【5歳児健診カルテ】

・事前に分かっている情報は入力

問診票を見て、事前に転記

園で計測した値と測定日。
低身長や肥満度が気になる場合は追記。
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●目 的：情報共有（園・保健師・児童発達支援センター）

園での様子確認（保健師・児童発達支援センター）

当日に向けた支援方針の検討
（過去の健診や園で気になる子について、保護者の認識等を確認し、アプローチ方法等を検討）

●時 期：健診2週間前

●場 所：健診実施予定の認定こども園

●対象者：実施園での健診対象児

●参加者：児童発達支援センタースタッフ（作業療法士、社会福祉士）

保健師、認定こども園保育教諭（園長、担任）

※終了後に当日使用する部屋や配置、借用物品を確認。

【事前観察】

・事前観察後、健診当日までに、当日従事する保健師、管理栄養士、児童発達
支援センタ－スタッフ、医師で情報共有を行う。

・健診の実施前から各関係者と連携、情報共有をすることで、効果的に健診を
進めることができる。

４．５歳児健診の流れ（健診前③）
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①  受付（福祉課・保育教育課の事務担当）
②  問診（保健師）
③  生活観察（児童発達支援センターのスタッフ

（社会福祉士、作業療法士、言語聴覚士、保育士））

④  診察（小児科・小児神経科専門医）
⑤  栄養指導（管理栄養士）
⑥  保健指導（保健師）
⑦  健診後のカンファレンス                                     

（健診スタッフ及び認定こども園の園長、担任）

保護者は母子健康手帳を持参して、認定こども園に来所し、子ど
もと一緒に5歳児健診を受診。子どもたちは慣れた環境で健診を
受けることができる。

４．５歳児健診の流れ（健診当日）
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健診当日（工夫していること）

【②問診】

【①受付】

・母子手帳で発育（身長・体重）、予防接種歴の確認。

・園や家庭で心配がある場合は、保護者から聞き、主訴に記載し、内容により、
生活観察や診察の場で直接相談するように説明。

・保護者の認識がない場合、家庭や園での様子を具体的に聞くことで、気づき
を促す。

・保健指導につなげられるよう、保護者にアプローチのきっかけとなるような
内容を確認し、カルテに記載する。

・認定こども園で実施するため、園の保育教諭が子どもの様子等、各健診場所
や待合等で声をかけたり見守ってくれている。

・体調不良等により在籍園以外の園で受ける場合、所属の園の保育教諭が受診
する園に来所し、児に付き添い、安心して受けられるようにする場合もある。

・受付で来所した保護者（父・母・祖母等）を確認し、カルテに記載。

・保護者は子どもを保育室から連れて、一緒に受付をする。問診票(カルテ）

は準備してあるため、保護者は母子健康手帳のみの持参でよい。
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健診当日（工夫していること）

【⑤栄養指導】

【④診察】
・遊戯室の一角を仕切って診察場所とすることが多いが、可能であれば、個室で
行う。

・診察医がスタッフと同じエプロンを付けて、身近に話せる雰囲気作り。

・フードモデルを見せながら、直接子どもや保護者に具体的に話をしている。
・野菜摂取の項目を問診票に追加し、啓発している。

【⑥保健指導】
・「5歳児健診を受けられた保護者様へ」を配布し、結果について説明。

【③生活観察】
・生活観察は保護者も子どもと一緒に入室することで、実際の様子を見ること
ができ、直接児童発達支援センタースタッフに話を聞くことができる。

・対象年齢が5歳と5歳前の子どもがいるため、生活観察では年齢に応じた課題
を実施。また生活観察の中で、生活観察の結果を直接伝える。

・個室(2診)で実施し、静かな環境で実施。



【保護者に結果説明するための資料(一部）】

⑥保健師による保健指導

・生活観察や診察での様子を保護者から聞き、

認識を確認する。

・保護者の思いや考えを踏まえてカルテに

記載された結果を伝える。

・必要時、相談先につないだり、2～3か月後

に様子 を確認することを伝える。

・問診票の内容や主訴に対して保護者と一緒

に今後どうしていくかを考える。

・相談先の周知、生活習慣について、保護者

自身の健康管理についてなど伝える。

（｢子どもの健やかな成長と発達のために｣の資料等配布：生活リズム、朝食、

睡眠、メディア、ほめ方等）
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保健指導にて保健師が必要時記載。

生活観察時に児童発達支援センター
スタッフが記載。
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●目 的：当日の健診結果及び集団生活の様子を踏まえて総合判定を
決定すること

●時 期：健診終了後

●場 所：健診を実施した認定こども園

●対象者：健診対象児全て

●参加者：医師、児童発達支援センタースタッフ（作業療法士、言語聴覚士、

社会福祉士等）、保健師、認定こども園保育教諭(園長、担任）

●実施方法：児童発達支援センターの生活観察の状況報告、認定こども園
での集団生活の状況、保護者の気持ちを踏まえた保健師の意見、
医師の総合的な所見により総合判定（「良好」「要指導」
「要観察」「要療育」等）を行う。

【⑦健診後カンファレンス】

【カンファレンス実施前に個人情報の取り扱いについて共有】
 今回の健診やカンファレンスでの検討内容、個人情報については、今後の適
 切な支援のため、保護者へ漏れることのないよう今一度留意すること。

４．５歳児健診の流れ（健診当日）
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受付
№

健診日 施設 氏名 性別 フリガナ 生年月日 医師の総合的な所見
療育センターの生活観察

の状況報告
保護者の気持ちを

ふまえた保健師の意見
こども園での集団生活の状況 総合判定

「⑦健診後カンファレンス」
で情報共有するための様式

東かがわ市５歳児健診受診 健診時の状況（健診結果）
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●目 的：健診後の情報共有（園・保健師・児童発達支援センター）

健診後の認定こども園での集団の様子確認

（保健師・児童発達支援センター）

健診後カンファレンスの結果を再評価し、今後の支援方針の検討

●時 期：健診２～３か月後

●場 所：各認定こども園

●対象者：健診対象児全て

●参加者：児童発達支援センタースタッフ（社会福祉士、作業療法士）、
保健師、認定こども園保育教諭(園長、担任）

【事後観察】

健診後の変化を共有し、支援方法について、参加者で
具体的に検討する。（保護者へのアプローチの方法など）

４．５歳児健診の流れ（健診後）
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「事後観察」
で情報共有するための様式
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健診結果～令和5年度受診結果

●受診状況

対象者138名 受診者数138名

（受診率100%）

●受診結果

※健診からの経過により、子どもの成長と共に変動する

備　考

良好 84 60.9% 71 51.5%

要指導 3 2.2% 3 2.2%

要観察 34 24.6% 37 26.8% 内6名は構音のみ

要療育 3 2.2% 8 5.8% 内4名は構音のみ

療育中 12 8.7% 18 13.0% 内4名は構音のみ

要治療 1 0.7% 0 0%

治療中 1 0.7% 1 0.7%

138 100.0% 138 100.0%

5健受診時の総合判定 事後観察後の総合判定(最終）

受診率100%の理由

・継続実施により乳幼児健診の中の1つ

の健診として浸透してきた。（3歳児健

診の次に受ける健診は5歳児健診）

・園を通じて健診案内をしており、園が

受診勧奨している。

・通園している園で受診できる。

・就学に向けて大切な健診であると保護
者や従事者も認識が高い。
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良 好：就学まで保護者や園での見守り

要指導：保健師が保護者に連絡して健診後の発育や生活習慣の確認

要観察：保健師が園と連携しながら保護者にアプローチ

●保護者が心配している場合

→・健診時の様子から、その後の変化を確認し、困り感や心配があれば、
   相談等につなぐ。

●保護者が心配していない場合

→・保護者の了承を得て、園での様子を確認させてもらい、園に了承を
   得て保護者に園での様子を伝え、相談等につなぐ。
・保護者から園や家庭での様子をよく聞き、就学に向けての困り感や
   不安･心配などはないか、一緒に考え、必要時、相談等につなぐ。

要療育：療育機関への相談や療育を開始したかの確認や促しを保健師が行う

療育中：療育の継続、園や療育機関での支援

※判定に関わらず、気になる主訴がある場合や健診当日に今後連絡する旨を伝えてい

る場合は、保健師が保護者に連絡し、健診後の様子を確認。

５．健診後フォローについて①
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【要療育の場合の関わりについて】
●療育の希望がある場合（保護者が心配している場合）
・保護者の意向を確認し、療育機関につなぐ。

●療育の希望がない場合（保護者が必要と感じていない場合）

☆早期に気づきを促す支援･工夫
・保健師が、保護者の了承を得て、園の様子を確認し、園の了承を得て、
保健師から保護者に伝える
・保護者が直接園の様子を確認するよう保健師が促す。また家庭での困り感
の確認

☆保護者と園や療育機関につなぐ
・保護者から園や相談機関に直接相談する

☆就学に向けての支援
・困り事や就学してからのことについて保護者と一緒に考える
・継続して保護者から子どもの様子や困り事を確認する

（認定こども園との連携）
・保育教諭から保護者に普段から園での現状（心配な様子等）を伝えるよう依頼。
・保護者への連絡前後で、園の保育教諭と連携する。必要時、懇談の時期や様子等確認。
・園との連携の際は、個人情報の取り扱いについて常に配慮が必要。

５．健診後フォローについて②



25

●療育へつなぐ前段階でできること

・保護者の了承を得て、保健師が園での様子を確認し保護者に伝える。

・保護者が療育機関に相談だけ、まずしてみる。

・こども相談を利用する。家庭でできる関わり方を確認してもらう。

・毎月の幼児健診時に再診として来所して簡単な発達検査をする。

・園に児童発達支援センタースタッフが行く際に、普段の様子を見てもらう。

・認定こども園で発達検査をする（児童発達支援センタースタッフに出向いてもらう）。

結果については、保護者の意向を確認し、直接児童発達支援センタースタッフより聞

くようにする。

●関係機関との連携

園で発達検査実施の場合は場所や日程、担任の同席等、保護者の意向を確認しながら、

園や療育機関と相談し、進めていく。

５．健診後フォローについて③
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健診当日は、保健・福祉・教育（認定こども園関係）部局が参画

(児童発達支援センター、認定こども園を含め

健診後カンファレンス結果の共有）

●対象児が就学前(年長児：6歳になる年）になった時に、教育

（学校関係）部局に健診後カンファレンス結果を提供し共有。

●就学先等について、市の教育委員会に対して助言を行う教育支援委員会

の事前資料として、「5歳児健診の結果」の項目を設けている。

６．就学前の教育部局との連携
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大川地区子ども子育て特別支援保育士・幼稚園教
諭養成講座(平成30年度から実施）

【目的】医学的内容を含む専門知識や技能を身につける事により
行動や情緒に困り感を持つ就学前の子どもたちやその保
護者に適切に対応したり、健常・定型発達の子どもたち
に対してもより質の高い子ども・子育て支援ができる保
育士・幼稚園教諭を養成する。

【参加対象者】大川地区内の保育園・幼稚園・認定こども園等の
施設に従事する保育士・幼稚園教諭等(加配支援員を含む）

【日程】1日目講義、2日目グループ演習

７．人材育成について

（保育教諭等への支援）



保護者の理解を得るための工夫②

【発達フォーラム（年１回）の開催】

東かがわ市での５歳児健診の取組みについて、
 積極的に啓発することで、市全体での発達障害
への理解が進み、健診自体もスムーズに実施で
きている。
（２０年間の実績・継続することの大切さ）

発達障害についての地域の理解を図る。
（平成17年度から実施）

28
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東かがわ市発達フォーラム開催

(令和6年6月30日）
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●子どもの発育・発達の確認や生活習慣の見直しの機会

●就学を見据えた保護者の不安軽減の機会

●子どもの特性に合わせた関わり方を知り、共有する機会

●保護者の気づきの促しと適切な（就学）支援につなぐ機会

●認定こども園や児童発達支援センターとの連携がスムーズ

●保護者や子どもにとって、より良いアプローチができる

８．効果
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９．大切にしていること

●保護者（子ども）の思いを知り、寄り添い、ともに考える
こと

●子どもにとっての効果的な発達支援のための連携
（園・療育機関・市）

●認定こども園との信頼関係の構築
（認定こども園の理解があってできている）

●5歳児健診の精度管理
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10．今後の展望

●子育て支援の視点をさらに意識する

●就学後の様子のフィードバックを実施し、
   今関わっている子どもへの支援に活かす

●健診後から就学までの関わりの継続

●保健師スキルの平準化
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11．まとめ

●５歳児健診の一つの方法として紹介

●保護者を含む地域での理解が大切

●関係機関との連携
（実施からフォローアップまでの継続した体制構築）

●妊娠期から学童期まで切れ目ない支援の一つ



ご視聴ありがとうございました

コスモス（東かがわ市花）と虎丸山
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